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要旨

KEK電子陽電子入射器ではRFシステムやパルスマグネット等の制御にMicro research Finland(MRF)社のイベント
タイミングシステムを利用している。このシステムではevent generator(EVG)からタイミング情報および関連
情報（shot ID, タイムスタンプ等）が光ファイバー経由でevent receiver(EVR)へ送られる。各機器を制御するソ
フトウェアはEVRから情報を読み取る必要があるが、そのためにはEVRを動かすためのdevice driverおよびAPI
が必要となる。機器によって様々なハードウェア、OS、プラグラミング言語が用いらているが、例えばパル
スマグネット電源の制御にはPXI のADC,DAC, Windows 8.1, LabVIEWがそれぞれ使われている。今回これに合わ
せてPX用のVISAを利用したdevice driverおよびLabVIEWから呼び出し可能なAPIの開発を行った。なおデバイス
ドライバーはNI Linuxでも利用可能であり、APIはLabVIEWが動作可能であればOSを問わず利用可能である。
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はじめに

KEK電子陽電子入射器では４つのリングへビームを入射
それぞれのリングが要求するビームのエネルギーは異なる。
多数(約100台)のパルスマグネットを導入し、入射先に合わせて１パルス(20 ms)毎にマグネットの
電流値を変更
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パルスマグネットシステムとEvent reciever

パルスマグネット電源の制御はPXI規格の市販DAC, ADC、汎用PCなどで構築
入射先、タイミングの制御は入射器全体の制御系と合わせるためにMRF社のEvent timing systemを
使う必要がある。
情報を受け取って電源を制御するためにPXI規格のevent recieverを使用(PXI-EVR-230)。
このボードを動かすためのデバイスドライバー及びAPIが必要だがメーカーからはWindows用ドラ
イバーは提供されていない。
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NI-VISA Driver Wizard

NI-VISA Driver Wizardを起動し、ウィザードに従って必要な情報を入力
Device Informationではマニュアル等を参考に各情報を入力

MRF PXI-EVR-230の場合は右図のような値になった。
ウィザードを完了すると必要なファイルが生成される
Windowsの場合はinfファイルを右クリック→インストールでドライバのインストールが可能
NI RT Linuxの場合は/etc/nipal/devinit.dにinfファイルをコピーすればよい

Windowsの場合はインストールにはドライバへの署名が必要
またはテストモードで起動する。
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NI-VISA Driver Wizard

ドライバの製作とインストー
ルがうまく行けば、デバイス
マネージャーから右のように
見えるようになる。

NI MAXからも認識可能
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LabVIEW APIの製作

NI MAXのVISAテストパネル・Input/Output
から個々のレジスタに値をセットしたり、
値を読み出したりすることが可能。
マニュアルと見比べて動作確認。

意図した通りの動作をするように
なったら、sub viを作って各機能を実
装する。
レジスタアクセスはローレベルの
VISA In, VISA Out関数を使う。
データサイズごとに 8, 16, 32, 64 bit
が用意されている。
Byte orderに注意
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• NI-VISA Driver Wizardを使ってサードパーティ製PXI
ボードのデバイスドライバを簡単に作ることがで
きる。

• VISA関数(VISA In, VISA Out)を使ってレジスタアクセ
スすることが可能であり、デバイス固有の事象を
気にせずにAPI開発を行うことができる。

• 今回はMRF社のPXI-EVR-230を具体例として取り上
げたが、PXI, VISA企画に準拠したハードウェアで
あれば同様の手法でデバイスドライバ、APIの開発
が可能。

summary
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